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木製品の種類はかなり広範担鋸こわたっており (代表的なものの形状を写真 16-19に示す),鏑矢 (かぶら
や),響 (かんざし),独楽 (こま) (写頁18),斧柄,火費目 (ひきりうす) (写奥17),舶 (くびき) (写






鑑 定 結 果



















No.4 櫛 (写真 4a,4b,4C,16)
N0.1の記載と完全に一致しており,イスノキ (Di∫iyliumracemo∫umSieb.etZucc･)と鑑定した｡







No.6 芹柄 (写真 6a,6b,Gc)
N0.1の記載と完全に一致しており,イスノキ (DiSt_yliumracemoSumSieb.ctZucc.)と鑑定した｡
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No.12 木槌 (写真 12a,12b,】2C)
N()･9の記載と完全に一致しており,ツバキ (Camelh-ajapo71icaL･)と鑑定したo




No.14 斧柄 (写真 14a,14b,14C)
No･10の記載と完全に一致しており.ハイノキ属の一種 (Dicaly/rsp･)と鑑定した｡種の同定は不可能で
ある｡
No.15 杵 (写真 1Ll)a,lラb,15C)
以上の鑑定結果と木製品名,藤原営跡発掘調:査次数,出土時代をとりまとめたものを表 lに掲げる｡〕
表 1 出土木製品の樹種鑑定-▲覧表
No. 1 櫛 4 次
N().2:鏑 矢






















































ヒ イ ラ ギ
〟 ソ バ キ
〟 カ ヤ





















No. 1(イスノキ) 1a‥横断面 (80×) lb:放射断面 (80×) lc:接線断面 (80×)
No.2(ヤマガキ) 2a:横断面 (80×) 2b:放射断面 (80×) 2C:接線断面 (80×)
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N(,. 3(ヒ ノ キ) 3a:横断面 (80×) 3b:放射断面 (360×) 3C‥接線断面 (35-く)
N(1.4(イスノキ) 4a:横断面 (80×) 4b:放射断面 (Box) 4C:接線断面 (80×)
.Jt1 -
島地 ･ほか :藤原官跡出土木製品の樹種鑑定
Not5(アカガシ属の一種) 5a:横断面 (80×) 5b:放射断面 (80×) 5C:接線断面 (80×)
Not6(イスノキ) 6a:横断面 (35×) 6b:放射断面 (80×) 6C:接線断面 (80×)
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Not 7(ス ギ) 7a:横断面 (35)i) 7b:放射断面 (360×) 7(､‥接線断面 (35×)
No･ 8(17マグワ) Ra:横断面 (35x) 8b:放射断面 (35×) 8C:接線断面 (3t=))()
島地 ･ほか :藤原宮跡出土木製品の樹種鑑定
No･9(ツ バ キ) 9a:横断面 (80×) 9b:放射断面 (80×) 9C:接線断面 (80×)
Not10(ハイノキ属の一種) 10a:横断面 (80×) lob:放射断面 (80×) 10C:接線断面 (80×)
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No.ll(,ヒイラギ) ll',1‥横断面(35x) llb:放射断面 (35>く) 1lc:接線断面 (35〉()
No.12(ソ バ キ) 12a=横断面 (80)リ 12b‥放射断面 (80)リ 12C:接線断面 (80×)
島地 ･ほか :藤原官跡出土木製品の樹種鑑定
No.13(カ ヤ) 13a:横断面 (35×) 13b:放射断面 (360×) 13｡:接線断面 (35×)
No･14(ハイノキ属の一種) 14a:横断面 (80×) 14b:放射断面 (35×) 14C:接線断面 (80×)
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No.15(ツ バ キ) 15a:横面断 (80×) 15b:放射断面 (80×) 15C:接線断面 (80×)
一一16日-
島地 ･ほか･離 宮跡畦杢堅塁輿 -1｢_J.J〕 ∴- - -
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